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研究要旨 

関節リウマチ(RA）は、Treat to target(T2) の治療方針により臨床的寛解を達成し維持することを目標とする。このような

中で画像診断の進歩により、寛解症例においても局所に滑膜炎所見が認められることが明らかとなっている。同部位は、

構造的破壊のリスクになることが報告されており注目されている。この画像的に診断される滑膜炎は、特に超音波検査分

野で数多く報告され、ultrasound detected residual synovitis などと称されている。この残存滑膜炎の原因、病理は現時点

では不明であるが、病的意義として、この存在が治療不十分であることを判断する指標、また再燃に関連する指標となり得

ることにある。 

RA 治療において、有用な syntheticDMARDs, biologicDMARDs が進歩してきた。これに応じて実地臨床では寛解達成

後、薬剤減量や中止にも関わらず、炎症が再燃しない症例も個別に経験するようになったが、何を指標にして治療減量、

中止をするかは明らかなものはない。患者希望や医師の経験判断に応じて行われているのが現状である。この指標が明

らかになると、RA の薬剤フリー寛解につながる条件が判明するかもしれない。 

残存滑膜炎の病理を理解することにより RA 診療に有用な治療指針を加えることが可能と考える。残存滑膜炎について

は、臨床的寛解にも関わらず何が規程因子となり局所に残存するか不明である。まず症例内において改善する滑膜炎と

残存する滑膜炎の差異を観察することでこの因子を明らかにすることが必要である。この因子が明らかになることで、RA の

治療開始時点で残存関節炎の予測が可能となる。これにより追加治療の必要性なども検討する方向性が考えられる。

我々は、活動期に認められる滑膜炎と骨炎（骨髄浮腫、骨びらん）の関係に注目した。我々の結果では、治療前の RA に

おいて個々の滑膜炎では、骨内に異常が波及している関節と、そこまで至っていない関節が認められることが明らかとなっ

た。この両者により改善する滑膜炎と残存する滑膜炎が分類されないか現在、観察中である。 

 

A.研究目的 

 

研究目的：関節リウマチ (RA) は、臨床的寛解中も構造

変化をきたす予後不良関節が存在し、残存滑膜炎と称さ

れる。このような関節では滑膜血流陽性が認められる。寛

解達成過程において、滑膜血流は低下消失する関節と残

存する関節が同時に認められるが、何がこの差異を規定し

ているかは不明である。画像検査（MRI、超音波検査）にて

前向き経時的に関節観察することで滑膜炎難治化の病態

を研究する。 

 

B.研究方法 

臨床的活動指標としてDAS28-ESRを評価する。活動性

RA(DAS28-ESR>3.2)を、臨床的寛解導入する。臨床的寛

解(DAS28-ESR<2.6)、低活動(DAS28-ESR 2.6-3.2)を達

成する。関節画像検査（単純 X 線、MRI 検査、超音波検

査）を MCP、手関節に施行する。評価は診療情報を秘匿

とした専門技師、画像読影専門医師が行う。 

 

DAS28-ESR, 超音波検査：0, 8, 16, 24, 52, 76, 104 週 

単純 X 線, MRI：0, 24, 52, 104 週 

 

（倫理面への配慮） 

本検討は病院倫理委員会を経て討議された後、了承され



 

た。患者には紙面同意を得た上で施行された。 

患者には、検査、治療内容、研究成果の発表についてイ

ンフォームドコンセントを得ている。また本邦における保険

診療に従った検査、治療を行っている。 

 

C.研究結果 

2014/11/25 の時点で、18 症例がエントリーされた。現在も

エントリー継続中である。18 症例のエントリー時における臨

床 的 活 動 指 標 は DAS28-ESR ( 中 央 値 4.13, IQR 

3.85-5.46)であった。エントリー時の MRI、超音波検査読影

が終了した 10 症例において、MCP、PIP 関節（合計 200 関

節）について、超音波検査による滑膜炎、MRI による骨髄 

異常の有無により次のように分類された。 

滑膜炎(+)骨髄異常(+) 10 関節 

滑膜炎(+)骨髄異常(-) 75 関節 

滑膜炎(-)骨髄異常(+) 1 関節 

滑膜炎(+)骨髄異常(-) 114 関節 

 

D.考察  

 本研究の結果から 

活動性 RA が治療により臨床的寛解、低活動を達成する

寛解導入過程で、単一症例内でも活動が改善する滑膜

炎と、残存する滑膜炎が存在する。残存滑膜炎は構造破

壊のリスクとなることが報告されている。滑膜血流の程度は

滑膜炎を反映するとされるが、我々は、個々の手指滑膜

炎は、寛解導入期の血流レベルよりも改善変化率が、予

後に影響することを報告した。つまり滑膜血流レベルとは

別に改善変化を規程する因子が存在し、これが残存滑膜

炎に導く可能性が示唆された。MRI 研究により、骨炎は構

造破壊リスクとなることが報告されている。我々は滑膜炎と

骨炎の関係に注視した。滑膜炎の経時的変化は超音波

検査にて詳細観察可能である。MRI は骨内の情報を得る

ことが可能である。臨床的寛解導入時期に、滑膜炎と骨炎

の関係と変化を観察することで、残存滑膜炎の発生と構造

的予後を今後経時的に追っていく。 

この研究により、滑膜炎ー骨炎の同時存在が残存滑膜炎

発生の規程因子となるならば、治療開始の段階から治療

反応不良関節の同定が可能となる。これにより追加治療な

どの可能性を見出すことで関節構造破壊を抑制すること

が可能となるかもしれない。 

当研究は寛解導入時期から長期観察を計画しており、残

存滑膜炎の長期予後、全身的再燃への予測に関わる解

析も予定している。 

 

E.結論 

 活動性RA症例を研究にエントリー中である。寛解導入期

において滑膜炎の超音波検査観察と骨炎の関係と変化を

観察していく。 
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